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がん幹細胞とがん免疫をデュアルに標的化するエピゲノム創薬の知財整備と開発研究

■対象疾患：難治性消化器がん（膵がん、転移性大腸がん）

■コンセプト：
「がん幹細胞」と「周囲の免疫細胞」を同時に標的化します。
「がん幹細胞」は、腫瘍の中に埋もれていますが、標準的な抗がん剤や放射線療法に抵抗性を
示して、難治性の根元になっています。
「周囲の免疫細胞」は腫瘍免疫環境を演出していて、いくつかのがんでは、すでに免疫チェッ
クポイント阻害薬によって、がん医療で有効性が示されています。
本シーズは、大阪大学が中心となって開発したアカデミア発のシーズで、特許化されています。

■市場とその動向：
がん医療全体で2020年グローバル市場規模予想は5000億ドル規模（50兆円）です。難治が
んのようなプレシジョン医療が求められる領域では、「個別化戦略」が医薬品開発における
KSF(Key Success Factor)です。

■現在の状況：
大阪大学では、難治がんの克
服を目指して、新しいシーズ開
発を目指してきました。

本技術はすでに特許化を進め、
前臨床試験の迅速化、医師主導
治験の推進で、製薬系やベンチ
ャー系企業との協働が必要なフ
ェーズにあります。

基本特許は申請済み。
契約に基づく情報共有で、開発を共同で進めていきます。
PMDAPMDAコンサルトを経て前臨床試験、医師主導治験に進めます。


